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風薫る５月となりました。今年のゴールデンウィーク，どのようにお過ごしでしたでしょうか？ 

ちょっと雨が降った日もありましたが，素晴らしい好天の日も多く気持ちよい一週間でしたね。 

一番心配していた事件，事故もなく，子どもたちは元気に登校してきました。親戚の方と会ったり，佐世保

へ出かけたり，それぞれが楽しく過ごせたようでした。 

 

 

 

今年，１・２ヶ月程前だったと思うのですが，２件の大変痛ましい子どもの交通事故のニュースを見ました。 

どちらも自転車乗車時の死亡事故で，よろけて倒れたところに車が来て事故にあったというものです。被害者

はそれぞれ高校生と小学生。どちらも，自転車に乗っていてバランスを崩し，車道に倒れたために走行中のト

ラックに巻き込まれたのだそうです。高校生は，前から来た高齢の方をよけようとしてバランスを崩したよう

です。事故に遭うか遭わないかは紙一重。二人とも，尐しだけ動きが違っていたなら・・・・，ちょっとだけ

タイミングがずれていたなら・・，例え倒れても車に接触せず，かすり傷くらいですんでいたかもしれません。 

危険はどこに潜んでいるかわかりません。いつどこで事故が起きるかわかりません。だからこそ，常日頃から 

ルールやマナーを守り，正しい知識で，正しく判断し，正しく行動する。そして大切な自分の命は自分で守る

ということを意識させ，危険予測能力や危険回避能力を身につけさせ，実践できるようにさせたいと思います。 

  

  

 

宇久駐在所，佐々野さん，浦さん，そして新上五島 

交通安全協会の江川さん，前田さんのご協力・ご指導のもと， 

交通安全教室を開催しました。外での実地訓練は１～３年生は 

「正しく安全な歩行について」，４～６年生は「正しい自転車の乗り方

について」学習しました。子どもの事故で多いのが飛び出しと自転車

事故であり，どちらも『大切な命』を守るための大切な学習です。 

指導していただく中で『なぜ，そうしなければいけないのかを考え，

理解しなさい』との言葉もありました。例えば，日本

では自転車の乗り降りは，自転車の左側に立ち，そこ

から乗車したり，降車したりします。 

 それは，右側で乗り降りすると車道側になるので危

険だからです。そういう理由を理解しないと，臨機応変に安全な対応はできません。また，整備不良の自転車

もありました。使う道具（自転車）もきちんと整備しておかないと事故のもとです。点検の仕方は教えてもら

いましたが，整備は子ども自身ではできないものも

あります。ご家庭でご確認の上，必要な場合は点

検・整備をしてから使用させてください。子どもた

ちの安全のため，よろしくお願いします。 

“自己実現 自主自立  そして夢の実現” 


